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ふるいにかけた砂

えさ さなぎの入ったまゆ     ウスバカゲロウ 

ウスバカゲロウはどうやって
か

飼うの 

●ウスバカゲロウは
みじか

短い
いのち

命  

 
なつ

夏の
よる

夜、
あ

明かりの
した

下に
と

飛んでくる
ちい

小さいトンボのような
むし

虫が、ウスバカゲロウです。
よる

夜
かつどう

活動

し、じゅ
みょう

命はおよそ１か
げつ

月くらいで、
くさ

草のしるなどを
す

吸って
い

生きているようです。この
むし

虫は、
し い く

飼育ケースの
なか

中などで
か

飼うのはむずかしいので、やめたほうがいいでしょう。
おや

親とは
に

似てい

ない、ウスバカゲロウの
ようちゅう

幼虫である、アリジゴクを
さが

探して
か

飼ってみましょう。 

 
じんじゃ

神社やお
てら

寺の
えん

縁の
した

下など、かわいた
すな

砂がある
ところ

所で、すりばちのようにくぼんだ
あな

穴を
さが

探し

ます。これがアリジゴクの
す

巣です。すりばちのようになった
あな

穴の
ちか

近くで、アリなどが
あし

足をす

べらせると、
そこ

底から
すな

砂をかけて
あな

穴に
お

落とし、その
からだ

体のしるを
す

吸います。 

●アリジゴクの
か

飼い
かた

方  

 
し い く

飼育ケースの
なか

中に、ふるいにかけた
め

目の
こま

細かいサラサラした
すな

砂を、５～１０センチメート

ルの
ふか

深さで
い

入れ、
あみ

網などでふたをしておきます。えさには、２～３
にち

日に１
かい

回、
はね

羽をむしった

ハエや、カ、アリなどを
あな

穴に
お

落としてやります。アリジゴクの
じ

時
き

期は２～３
ねん

年もあるので、

さなぎになるのを
み

見るのはむずかしいかもしれません。
じ

時
き

期がきて６
がつまつ

月末ごろになると、す

りばちの
あな

穴が
あさ

浅くなり、１．５センチメートルぐらいの
すな

砂の
たま

球の
なか

中で、さなぎになります。

およそ２
しゅうかん

週間で、
う

羽
か

化してウスバカゲロウが
で

出てきます。（監修・中山 周平） 
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